
古
川
清
会
長
と

の
思

い
出

東
京
桑
野
会
副
会
長

和

田

正

哉

（七
十
七
期
）

あ
る
年
、
東
京
桑
野
会

の
役
員
会
を
兼
ね
た
飲
み

会
で
、
古
川
会
長
と
隣
り

合
わ
せ
に
な
る
機
会
が
あ

り
、
古
川
会
長
に
、
会
長

の
後
輩
で
、
外
交
官
で
亡
く
な

っ
た
山
田
広

（ひ
ろ
し
）

君
と
は
同
期
で
、
高
校

一
年
か
ら
三
年
迄
、
同
じ
ク
ラ

ス
だ

つ
た
ん
で
す
よ
と
話
を
し
ま
し
た
ら
、
会
長
は
と

て
も
驚
い
て
、
和
田
君
は
、
山
田
君
と
同
期
だ

っ
た
の

か
と
、
感
慨
深
く
、
言
わ
れ
ま
し
た
。
山
田
広
君
は
、

高
校

一
年
の
春
に
、
親
父
さ
ん
が
急
に
亡
く
な
り
、
春

休
み
の
あ
る
日
、
私
の
自
宅
に
尋
ね
て
来
て
、
実
は
、

家
が
貧
乏
の
為
、
春
休
み
で
学
校
を
や
め
る
の
で
、
親

友
の
和
田
君
に
だ
け
は
、
別
れ
の
挨
拶
に
来
た
ん
だ
と

言
わ
れ
た
の
で
、
私
は
び
っ
く
り
し
て
、
山
田
君
ち
ょ
っ

と
待
て
よ
と
言
い
、
確
か
日
本
育
英
会
の
奨
学
資
金
と

い
う
も
の
も
あ
る
の
で
、
担
任
の
先
生
に

（確
か
数
学

の
小
山
先
生
だ

っ
た
と
思
う
が
）
相
談
し
て
み
よ
う
と
、

い
や
が
る
彼
を
無
理
矢
理
ひ
っ
ぱ

っ
て
、
そ
の
足
で
、

先
生
の
所
に
相
談
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
色
々
あ

っ

て
、
彼
は
奨
学
資
金
を
も
ら
い
、
彼
の
母
親
の
親
戚
の

人
達
が
、
高
校
三
年
間
は
援
助
し
て
く
れ
る
と
い
う
事

に
な
り
、
無
事
二
年
の
春
よ
り
、
学
校
に
通
え
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
山
田
君
は
、
猛
烈
に
勉
強
を
し

て
、
外
交
官
上
級
試
験
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
合
格
し
、
イ

ギ
リ
ス
大
使
館
付
き
の
ま
ま
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の

大
学
院

（２
年
間
）
に
留
学
し
、
卒
業
と
同
時
に
日
本

に
戻

っ
て
き
て
、
そ
の
後
通
産
省
出
向
や
、
各
国
部
署

を
歴
任
し
、
イ
ラ
ン

・
イ
ラ
ク
戦
争
の
時
に
、

３５
才
で

ク
ウ

ェ
ー
ト
の
代
理
大
使
に
な
り
、
そ
の
時
歯
医
者
で
、

Ｂ
型
肝
炎
に
か
か
り
ま
し
た
。
（後
に
判
明
）
外
務
省

の
本
庁
に
戻
り
、
初
代
原
子
力
課
課
長
、

４０
才
で
北
米

一
課
課
長
と
な
り
ま
し
た
。
彼
が
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
に

勤
務
し
て
い
る
時
、
私
達
の
三
年
の
時
の
担
任
の
青
木

義
孝
先
生

（東
京
外
語
大
英
文
科
卒
）
が
、
私
達
を
卒

業
さ
せ
た
２
年
後
に
福
島
大
学
経
済
学
部

（試
験
を
受

け
て
合
格
）
の
講
師
に
な
り
、
当
時
助
教
授
で
し
た
が
、

私
に
電
話
が
あ
り
今
度
イ
ギ
リ
ス
に

一
年
間
留
学
す
る

事
に
な

っ
た
。
つ
い
て
は
、
山
田
が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
に
行

っ
た
の
で
、
自
分
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大

学
に
行
く
予
定
だ
と
言

っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
フ
ラ
ン

ス
の
山
田
君
に
す
ぐ
連
絡
を
取
り
、
先
生
が
イ
ギ
リ
ス

に
留
学
す
る
お
手
伝
い
を
２
人
で
、
少
し
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
（ど
の
位
手
助
け
に
な

っ
た
の
か
ど
う
か
、

わ
か
り
ま
せ
ん
が
）
先
生
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
戻
り
、

す
ぐ
に
福
島
大
学
経
済
学
部
の
教
授
に
な
り
ま
し
た
。
　

４６

我
々
は
三
年
間
本
当
に
す
ば
ら
し
い
学
校
で
、
す
ば
ら

し
い
先
生
方
に
習

っ
た
の
だ
と
、
つ
く
づ
く
思
わ
れ
ま

す
。山

田
君
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
さ

れ
た
中
、

４２
才
で
、
肝
臓
ガ
ン
で
、
あ

つ
と
い
う
ま
に
、

亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
古
川
会
長
が
、
安
積
高

校
Ｏ
Ｂ
会
、
外
務
省
、
日
本
に
と

つ
て
、
本
当
に
惜
し

い
人
材
を
な
く
し
た
よ
と
、
し
み
じ
み
お

っ
し
や
っ
て

い
ま
し
た
。
山
田
君
と
は
、
社
会
人
に
な

つ
て
結
婚
後

も
、
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い
を
し
て
い
た
の
で
、
非

常
に
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
の
葬
式
で
は
、
母
上
の
希
望
も
あ
り
、
身
内
の
中

に
入
れ
て
頂
き
、
骨
を
拾
い
ま
し
た
。
今
私
が
住
ん
で

い
る
、
千
葉
県
市
川
市
に
、
彼
の
父
上
が
戦
前
に
買

っ

た
墓
に
彼
は
今
、
眠

っ
て
い
ま
す
。
特
別
な
縁
を
感
じ

ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
古
川
会
長
に
、
山
田
君
の
墓

参
り
に
、
年
に
２
～
３
回
は
行

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
と

言
い
ま
し
た
ら
、
会
長
は
、
前
々
か
ら
、
彼
の
墓
参
り

を
し
た
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
、
寺
の
名
前
と
住
所
を

教
え
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
の
が
、
昨
日
の
様
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。
お
二
人
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
祈

っ
て
お
り
ま

す
。又

古
川
会
長
と
の
思
い
出
に
残
る

一
つ
に
、
ゴ
ル
フ

の
件
が
あ
り
ま
す
。
数
年
前
、
東
京
桑
野
会
の
ゴ
ル
フ



部
会
の
幹
事
長
だ

っ
た
、
大
内
博
文
氏

（７１
期
元
制
日

本
船
舶
機
関
士
協
会
会
長

・
元
日
本
船
舶
協
会
副
会
長
）

が
亡
く
な

っ
て
、
半
年
後
位
に
会
長
よ
り
、
東
京
桑
野

会
の
有
志
で
、
又
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
や
る
ん
で
ゴ
ル
フ

場
を
取

っ
て
く
れ
と
、
電
話
が
あ
り
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
い
つ
の
ま
に
か
、
私
が
、
古

川
会
長
よ
リ
ゴ
ル
フ
部
会
の
幹
事
長
を
仰
せ
つ
か
る
よ

う
に
な
り
、

７６
期
の
平
田
先
輩
や
８２
期
の
現
幹
事
長
の

石
井
さ
ん
等
、
皆
様
の
ご
協
力
で
、
年
に
１
～
２
回
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
う
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る

年
の
コ
ン
ペ
で

（確
か
９
月
中
旬
頃
か
と
思
う
が
）
前

の
晩
よ
り
大
雨
が
降
り
、
当
日
も
朝
か
ら
強
い
雨
が
降

っ

て
い
た
為

（台
風
が
き
て
い
た
の
か
も
）
当
日
参
加
予

定
の
方
４
～
５
名
よ
り
、
今
日
は
中
止
し
た
方
が
良
い

の
で
は
と
、
電
話
が
あ
り
、
私
も
そ
う
思
い
、
古
川
会

長
に
、
進
言
し
ま
し
た
ら
、
会
長
は
、
「ゴ
ル
フ
発
祥

の
地
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
プ
レ
ー
す
る
人
が
全
員
集
ま
り
、

協
議
し
て
決
め
る
伝
統
が
あ
る
。
我
々
も
全
員
集
ま
り

そ
こ
で
決
め
よ
う
／
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
全
員
当
日

プ
レ
ー
す
る

「船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
に
集
合
し
、

協
議
の
結
果

（ま
だ
雨
は
降

っ
て
い
た
が
）
、
「せ

っ
か

く
き
た
の
だ
か
ら
プ
レ
ー
し
よ
う
」
と
な
り
ま
し
た
。

雨
が
ま
だ
降

っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ス
タ
ー
ト
を
少
し

遅
ら
せ
て
も
ら
い
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、

雨
も
す

っ
か
り
上
が
り
、
風
呂
か
ら
出
た
頃
に
は
、
す
つ

か
り
良
い
天
気
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
は
、

水
は
け
が
良
く
、
靴
も
汚
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
の
ゴ
ル
フ
人
生
で
、
強
い
雨
の
日
に
全
員
が
集
ま

り
、
皆
で
協
議
し
て
決
め
た
の
は
、
最
初
で
あ
り
、
そ

の
後
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
古
川
会
長
と
の
強
烈
な

思
い
出
の

一
コ
マ
で
す
。
古
川
会
長
と
の
思
い
出
は
沢

山
ご
ざ
い
ま
す
が
、
次
の
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

書
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う

御
座
居
ま
し
た
。
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